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もうすぐ２学期がはじまります

教育部の子どもたちには、長いお休みとなり
ましたが、もうすぐ２学期が始まります。例年
以上に暑い夏でしたが、ご家庭での生活はいか
がでしたでしょうか？
今年は運動会の開催が、例年より１０日ほど

早くなりましたので、２学期が始まりますと運
動会準備も同時に始まることになります。まだ
まだ暑い日が続くようですので、熱中症予防対
策をしながら、子どもたちと一緒に運動会を作
り上げていきたいと考えています。ご家庭でも、
早寝早起きなど規則的な生活を送ることで、子どもたちの充実した生活のサポートをお願い

いたします。

さて、教育部の子どもたちがお休みしていた夏休
みの間の保育について、その一部を「幼児組の一
日」を元に紹介します。
昨年度のこの時期は、新型コロナウイルス感染

症が本園でも流行していましたので、感染拡大を
防ぐために夏休み中も各学年ごとの活動を中心と
してきました。しかし、本年度は３歳児以上は合同
保育という形をとる日が多かったです。合同保育と

いうのは、３歳児以上の子どもたちがホールや
園庭で一緒に遊ぶ（生活する）保育です。８月
１０日の場合は、３歳児以上が合同で水遊びを
しながらも、途中でゆり組の子どもたちが野菜
の収穫に行っています。８月１８日は水遊びをし
ている間に、たんぽぽ組が畑に行ってポップコ
ーンの収穫畑の片付けをしています。また、台
風の影響を受けていた８月１４日にはホールで
一緒にじゃんけんゲームなどのふれ合いのゲー
ムを楽しみました。異年齢で過ごす時間も貴重
な経験となっています。

乳児組の子どもたちも天気の良い日
には、水遊びや色水遊び、シャボン玉遊
び、フィンガーペインティングなどのひん
やりした液体の触感や色の変化を楽し
む遊びをしました。外に出られない日に
はなかよし広場で、巧技台やマットなど
を使って体を動かす遊びを楽しむことが
できました。



９月の主な予定
１日（金）教育部始業式 １３日（水）ＡＬＴ来園

（教育部11:00降園） １４日（木）避難訓練
５日（火）音楽教室 ２０日（水）食育教室（３歳児～５歳児）
７日（木）支援センターイベント ２１日（木）保育参観（１歳児２歳児）

歯科教室 ２５日（月）運動会総練習
８日（金）発育測定 ３０日（土）運動会

１２日（火)支援センターイベント

１０月の主な予定 １７日（火）歯科健診９：１５～

１日（日）運動会予備日 １８日（水）ＡＬＴ来園
２日（月）教育部代休（運動会） ２１日（土）（中伊豆小運動会）
４日（水）ランニングバイク教室（年長） ２４日（火）運動遊び（年中）
６日（金）発育測定 ２６日（木）内科健診１０：００
７日（土）（中伊豆中体育祭） ２７日（金）運動遊び（年長）

１０日（火）音楽教室
１１日（水）交通安全教室 ３０日～１１月１日 こども園ウイーク
１２日（木）支援センターイベント
１３日（金）避難訓練 ※１１月８日 年長児 親子運動

（ひろみちお兄さんと修善寺東小体育館で）

運動会についてのお知らせⅡ ～ 実施方法について、決定したことをお知らせします～
①運動会当日が雨天の場合、翌日にこども園の園庭で２部制にて実施します。
中伊豆中の体育館で実施することも検討しましたが、面積的にも難しいと判断しました。

②運動会当日の駐車場ですが、すみれ組・ゆり組の保護者の皆さんは園庭前駐車場に、たん
ぽぽ組の保護者の皆さんは、テニスコート横職員駐車場に駐車してください。各家庭１台
のみ駐車できます。２台で参観する方は、２台目の車は市役所中伊豆支所の駐車場へ駐車
してください。園舎前の混雑を避けるため、たんぽぽ組の皆さんは、職員駐車場へ車を駐
車し、お子さんとご一緒に徒歩にて登園をお願いします。

③当日には、父母会の役員の皆様に駐車場での誘導をお願いします。譲り合って安全第一で
駐車をお願いします。

保育者を志望する伊豆総合高校の３年生が５名来園
参観したり体験したりしました
８月２２日には伊豆総合高校の３年生が来園し、保育の

参観や園児とのふれ合いを体験しました。５人とも将来保
育教諭になることを目指している学生だけあって、なかい
ず認定こども園の施設が子どもたちの過ごしやすさや安全
を考えて設計されていることや、職員がチームワークを重

視しながら保育をして
いることに気づき、
「保育をする上での不安がなくなったので、保育者になり
たいと思う気持ちが高まりました。」

などの感想を寄せてくれました。
全国的にも保育者不足が言われている昨今ですが、より

よい保育を目指すには、保育者の数にも余裕がなくてはな
りません。保育者を目指す若者が少しでも増えるよう、職
場としても選ばれるようなこども園にしていきたいと考え
ています。


